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いる。2012 年 2 月にベトナム社会科学院東北アジア研究所と国際交流組織間協定を締結し（2015 年
1 月 17 日、協定更新）、翌 2013 年 9 月には、専大社研・ベトナム社会科学院共同開催「日越外交関











































2-1. 第一日目（9月 11 日）：成田からタイ･バンコクを経てウボンラチャタニへ 







－ 8 － 
 


















ト大学に研修科として 1 年所属して、タイ全土の農家に泊まり込み土壌肥料を研究された。そ 
コムツム 







































































































































































































































－ 16 － 
たい。 
 



















































































































 夕方、国境を越えてベトナム･コンツム省、Bo-Y にて入国（写真 17）。前回のタイ→ラオス
国境越えに比べて、大変時間がかかった（所要約 1 時間）。ベトナムに入って市街地に達する
と、そこでは中秋の名月を祝うお祭りがあちこちで行われていて、幹線道路はそれをバイク 3















































































 午後 3 時過ぎ、ダナン市人民委員会を訪ね、ダナン市投資促進センターのヴォ･ティ･マイ･
フォン氏に｢ダナン市への投資｣について現況をレクチャーしていただいた。氏はプロジェクト 

























































 希望者を募り、まだ明けやらぬ早朝 5 時半ホテル出発で漁港･魚市場視察。多くの漁船が横
付けされた魚市場では、見渡す限り、働いているのは女性ばかり（写真 25）。7 時前にホテル
に戻り、シャワー浴びてチェックアウト。 







































－ 25 － 
箕面在弘，2014，『フェアトレードの人類学：ラオス南部ボーラヴェーン高原におけるコーヒー
栽培農村の生活と協同組合』めこん。 
